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「
中
井
家
資
料
」

今
年
十
一
月
、
新
田
和
子
氏
旧
蔵
の
「
中
井
家
資
料
」
を
懐
徳
堂
・
友
の
会
に
お
い
て
入
手
し
得
た
。
こ
れ
は
、
懐
徳
堂
な
ら
び
に
中

井
家
に
関
す
る
遺
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
目
下
、
調
査
中
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ
の
大
要
を
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に
、
同
資
料
の
由
来
な
ら
び
に
入
手
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

同
資
料
は
、
中
井
家
最
後
の
子
孫
で
あ
っ
た
中
井
終
子
氏
（
昭
和
一
―

-0年
五
月
一
七
日
病
没
）
の
蓑
女
、
新
田
和
子
氏
（
結
婚
に
よ
り

改
姓
）
が
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
散
侠
す
る
こ
と
な
く
、
今
日
に
至
る
ま
で
保
管
さ
れ
て
き
た
の
は
、
一
に
同
氏
の

功
績
で
あ
る
。

中
井
終
子
氏
没
後
、
新
田
氏
は
相
続
し
た
遣
物
の
内
、
保
管
場
所
の
関
係
上
、
二
分
し
て
、
か
さ
ば
る
書
籍
類
を
中
心
に
し
た
も
の

を
、
吹
田
市
内
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
寄
託
し
、
残
り
の
分
（
中
井
終
子
氏
が
特
に
保
管
を
遣
言
し
た
印
章
な
ど
を
含
む
）
を
自
宅
で

保
管
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
昭
和
五
四
年
に
、
新
田
氏
は
前
者
を
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
新
田
文
庫
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
回
、
は
し
な
く
も
そ
の
後
者
を
も
入
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
源
を
一
に
す
る
中
井
家
全
遣
品
が
再
び

一
所
に
会
す
る
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
遣
物
の
内
容
を
、
類
別
し
て
紹
介
す
る
。

印
記
類
と
し
て
、
印
章
が
計
二
四
七
顆
あ
る
。
竹
山
•
履
軒
に
始
ま
り
、
中
井
家
歴
代
な
ら
び
に
恢
徳
堂
の
印
章
で
あ
る
。
履
軒
の
四

二
顆
の
場
合
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
自
刻
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
印
章
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
の
は
、
中
井
家
で
大
切
に
保
存
し
て
き
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
『
恢
徳
堂
印
存
』
（
昭
和
一
四
年
刊
）
と
の
照
合
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

文
房
類
で
は
、
硯
五
面
、
硯
箱
一
―
―
盆
を
始
め
、
水
滴
な
ど
計
―
―
件
が
あ
る
。

扁
額
類
で
は
、
懐
徳
堂
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
竹
山
の
書
に
成
る
「
白
鹿
洞
学
規
」
・
「
懐
徳
堂
記
」
、
履
軒
の
書
斎

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
履
軒
筆
の
「
天
楽
楼
記
」
・
「
水
哉
館
」
な
ど
計
五
面
が
あ
る
。
こ
の
「
水
哉
館
」
の
額
は
、
「
新
田
文
庫
」
中
の

新

資

料

（
旧
新
田
文
庫
）

四
〇
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新

資

料

四

「
華
脊
国
門
」
の
額
と
対
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

装
演
類
で
は
、
五
井
蘭
洲
•
履
軒
を
始
め
と
し
て
恢
徳
堂
関
係
者
の
も
の
が
計
二

0
幅
。

短
冊
類
は
、
中
井
旋
仙
の
辞
世
な
ど
計
一
七
六
枚
。

遣
稿
類
は
「
中
井
天
生
関
係
を
除
く
も
の
」
と
「
中
井
天
生
関
係
」
と
に
大
別
す
る
。

前
者
は
、
形
式
が
種
々
で
あ
る
の
で
計
算
し
に
く
い
の
で
あ
る
が
計
七
六
点
と
す
る
。
股
軒
関
係
の
遣
稿
が
多
い
。

後
者
は
計
六
三
四
点
を
数
え
る
。

書
筒
類
は
、
中
井
蕉
園
あ
て
の
竹
山
害
筒
ニ
―
一
通
な
ど
、
中
井
家
関
係
計
ニ
ニ
通
。
中
井
天
生
・
終
子
関
係
計
三
一

0
通。

記
録
類
は
、
「
明
治
以
前
」
と
「
明
治
以
後
」
と
に
大
別
さ
れ
る
。

前
者
で
は
、
「
中
井
家
歴
代
襄
事
録
」
（
本
号
所
載
「
恢
徳
堂
物
語
⇔
」
中
に
記
さ
れ
て
い
る
葬
儀
の
記
録
）
四
五
点
を
始
め
と
し
て
、

中
井
家
親
類
書
そ
の
他
九
点
、
懐
徳
堂
・
中
井
家
公
務
関
係
文
書
―
―
点
な
ど
、
計
八
九
点
。

後
者
で
は
、
中
井
桐
園
の
写
真
な
ど
計
二
四
四
点
。
こ
の
中
に
は
、
懐
徳
堂
先
賢
例
祭
に
お
け
る
明
治
二
三
年
か
ら
昭
和
一
九
年
に
至

る
ま
で
の
祭
文
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

害
籍
類
で
は
、
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
線
装
本
は
猫
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
袖
珍
本
が
多
い
。
お
そ
ら
く
は
、
中
井
天
生
の
旧
蔵

書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
計
三
一
部
・
五
二
冊
三
帖
二
舗
。

そ
の
他
、
拓
本
類
、
道
具
類
、
特
殊
遺
品
類
な
ど
が
あ
る
が
、
省
略
す
る
。

全
体
的
特
徴
を
言
え
ば
、
日
中
井
家
の
私
的
側
面
を
伝
え
る
も
の
、
⇔
中
井
天
生
関
係
の
も
の
に
、
大
別
さ
れ
る
。

日
は
、
中
井
家
か
ら
外
へ
出
な
い
で
伝
わ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
印
章
が
ま
と
ま
っ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
間
の
事

情
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
竹
山
の
『
草
茅
危
言
』
序
文
の
自
筆
草
稿
や
、
履
軒
が
諧
義
用
参
考
図
と
し
て
示
し
つ
つ
使
っ
た
と
思

わ
れ
る
「
親
族
解
説
図
」
な
ど
は
、
明
治
以
後
、
中
井
家
の
私
的
記
録
類
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
無
事
に
伝
わ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⇔
は
、
中
井
天
生
自
身
が
中
井
家
の
遺
物
を
保
管
し
て
い
た
関
係
上
、
し
ぜ
ん
と
菩
菰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
概
観
し
た
と
こ
ろ
で

は
、
中
井
天
生
は
明
治
二

0
年
代
、
す
で
に
（
明
治
二
年
廃
校
と
な
っ
た
）
恨
徳
堂
復
興
を
志
し
て
い
て
、
運
動
を
開
始
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
努
力
が
実
っ
て
、
大
正
五
年
の
懐
徳
堂
再
建
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
天
生
の
日
記
が
多
数

残
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
重
建
恢
徳
堂
に
至
る
過
程
が
さ
ら
に
鮮
明
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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